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本資料のうち，枠囲みの内容は， 
営業秘密又は防護上の観点から 
公開できません。 
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1. 概要 

本計算書は，「Ⅴ-2-1-9 機能維持の基本方針」，「Ⅴ-2-1-11 機器・配管の耐震

支持設計方針」及び「Ⅴ-2-1-14-6 管の耐震性についての計算書作成の基本方針」

に基づき，管，支持構造物及び弁の耐震性についての計算を実施した結果を示したも

のである。 

評価結果記載方法は以下に示す通りである。 

(1)  管 

工事計画記載範囲の管のうち，各応力区分における最大応力評価点の評価結果

を解析モデル単位に記載する。また，各応力区分における最大応力評価点の許容

値／発生値（裕度）が最小となる解析モデルを代表として記載する。 

(2)  支持構造物 

 工事計画記載範囲の支持点のうち，種類及び型式ごとの反力が最大となる支持

点の評価結果を代表として記載する。 

(3)  弁 

機能確認済加速度の応答加速度に対する裕度が最小となる動的機能維持要求弁

を代表として記載する。 
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